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を経験したので報告する.【症 例】 50歳代女性, 1年
前に特発性心室細動に対して左前胸部に ICD埋め込み
術施行. 1か月前より左乳房腫瘤及び血性乳頭分泌を認
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【はじめに】 乳がん患者の罹患年齢は 40歳代がピーク
であり,この年代の女性は社会や家庭において多様な役
割を持っている.患者や家族は役割関係の葛藤,経済的
負担,職場の調整など多くの問題を抱えることになり,
このような中で看護師は患者・家族への支援が重要とな
る.今回,乳がんの多臓器転移で,死亡転帰となった症例
において,終末期に患者・家族の希望を尊重した看護支
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